
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

2 1 1 0 3 3 0 10 8 1

0 0 0 0 1 1 0 2 5 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 二 5 1 1 0 遊ゴ 中ゴ 投ゴ 中安 投ゴ

2 捕 1 2 1 2 四球左安 死球犠失

3 遊 投 4 2 1 0 右安三振 三選左失

4 中 4 2 2 2 中安 遊安 遊ゴ 一邪

5 一 3 1 1 1 三振 三振 二安四球

6 三 投 遊 4 0 0 0 三振 捕邪 左飛 遊ゴ

7 左 3 0 1 1 死球三振 左安 投ゴ

8 右 4 0 0 0 三飛 三振遊飛 遊ゴ

9 投 2 2 1 0 左安 中飛 四球

9 三 0 0 0 0 四球

30 10 8 6
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1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 三 左 三 3 0 0 0 遊ゴ 二ゴ 一ゴ

2 二 3 0 0 0 二失 三振 捕ゴ

3 遊 三 投 3 1 1 0 三ゴ 三ゴ 中３

3 左 0 0 0 0

4 捕 3 0 0 0 三振 投ゴ 三振

5 投 遊 3 0 0 0 左飛 遊ゴ 投ゴ

6 一 3 1 1 0 三振 左２ 三振

7 中 投 3 0 1 0 遊ゴ 左２ 遊ゴ

8 左 投 左 中 3 0 1 1 一ゴ 遊安 右飛

9 右 3 0 1 0 二安 三ゴ 左飛

27 2 5 1
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野邊 繁輝

一井 春己

伊藤 健太

備考

佐藤 智将

２回戦、駒沢球場の第３試合は７年連続７回目出場の南東北地区代表・宮城県貞山高校と１回戦で泊高校に競り勝った宇都宮工業高
校の戦いとなった。貞山は初回、一死二･三塁の好機に４番佐々木の適時打で２点を先制する。２回には２番平田の適時打、３回には４
番佐々木が内野安打で出塁するとすかさず二盗・三盗を決め足で相手を揺さぶりそれぞれ１点ずつを加え４－０と試合の主導権を握る。
攻撃の手を緩めない貞山は５回にも２本の適時打などで３点を奪いさらに点差を広げる。何とかしたい宇都宮工業は５回、三連打で１点
を返すもすぐさま３点を奪われ苦しい展開となる。６回に３番水口の三塁打から１点を返すが宇都宮工業の反撃もここまで。７回を無四球
にて３投手による継投で抑えた貞山が７回コールド１０－２でベスト８に進出した。一方、敗れた宇都宮工業にとっては１回裏の好機に得
点を上げていればもう少し違った試合展開になっていたと思われる。

平山 美心

備考

安打

■バッテリー

星 昇太

宇都宮工業

齋藤 裕弥

佐々木 裕也

平田 智暁

合計

和田 天風

ポジション 氏名

貞山

貞山

７回コールド

代表地区

第3試合 2回戦 ■備考

南東北・宮城

北関東・栃木

■日時 平成24年8月21日(火)

■球場

出場校名

駒沢公園硬式野球場

球審：進士 塁審：渡辺登 植木 宇田川■審判

宮城県貞山高校 対 栃木県立宇都宮工業高校

■試合時間 2時間19分

打者

齋藤 裕弥

3

安打

■投手成績

氏名 三振

4

20

晴れ

6

和田 天風

■投手成績

自責氏名 回数 打者投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

菊池 優士

河内 開

捕手

平田 智暁

投手

和田 天風

宇都宮工業

二階堂 凌介

一井 春己

水口 拓也

小泉 裕介

寺下 一史

蕎麦田 翔太

金森 教泰 4 0

蕎麦田 翔太 4 1

水口 拓也 4 0
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10

0

0

0
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6

三振

0 1

0

1

3

0

四球

水口 拓也

4

回数

菊池 優士 25 7

齋藤 裕弥

菊池 優士 寺下 一史

蕎麦田 翔太

残塁：6 併殺：0

残塁：4 併殺：0

0

金森 教泰

平松 茂雄

四球 自責

0

1

3 0

一井 春己

金田 悠司

合計

■戦評

金森 教泰


